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H10.11 防護柵の設置基準・同解説

鋼道路橋設計示方書（初版）

防護柵設置要綱・資料集

※高さ：上端70～80cm

※高さ：路面より110cmを標準

高　欄

※高さ：70～80cm
※高さ：110cm標準

※高さ：110cm標準
※高さ：110cm標準

種別SP

種別P
横断防止柵
転落防止柵

高　欄
ハイテンション型高欄

歩行者自転車用柵

※昭和63年度より建設省指導に
　より業界規定で運用

ハイテンション高欄

車両用防護柵

車両用防護柵

※S61年発刊の「防護柵設置要綱・資料集」の基礎データとなる。
　これより橋梁用防護柵（高欄型の車両用防護柵）の設計体系が
　確立され、デザインの多様化が可能となった。

自動車用防護柵

※ここにすべての種別（S、A、B及びC）の「設計手法」
　が確立された。

ビーム型

壁　型

剛性防護柵

剛性防護柵
壁　型

ガードレール
ガードパイプ
ボックスビーム

たわみ性防護柵
ビーム型

ケーブル型
橋梁用ビーム型

車両用防護柵

※高さ：路面より90cmを標準

種別Ｐ

歩行者自転車用柵

H16. 3 防護柵の設置基準・同解説

この年に大きく防護柵の基準が改正されました。

この年に大きく高欄の基準が改正されました。

高さ

H20. 1 防護柵の設置基準・同解説

昭和61年7月以前に設置された高欄は
補修・改修が必要となる可能性があります。

昭和55年9月以前に設置された防護柵は
補修・改修が必要となる可能性があります。

（社）日本道路協会 出典

（社）日本道路協会 出典

（社）日本道路協会 出典

（社）日本道路協会 出典

（社）日本道路協会 出典

（社）日本道路協会 出典

（社）日本道路協会 出典

（社）日本アルミニウム協会 出典

（社）日本アルミニウム協会 出典

：（社）日本道路協会により定まった基準

：（社）日本アルミニウム協会により定まった基準

：高欄・防護柵の大きな流れ

道路橋示方書・同解説

防護柵設置要綱

アルミニウム合金製高欄型自動車用防護柵に関する研究報告書ー研究と実験ー

アルミニウム合金製高欄に関する共同研究報告書
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◎「白を標準」から「良好な景観形成に配慮

◎防護柵の車道側最前面の位置については、

◎橋梁・高架に設置する車両用防護柵および

した色彩」へ ……… 　景観に配慮した色彩 3色を設定

車両の建築限界を考慮して定める

歩行者自転車用柵の　選定にあたっての一般的な考え方の追加　

7．高欄・防護柵の設置基準の変遷


